
　おひさまだより
月 火 水 木 金

3 4 5 6 7
園庭開放（午前） 園庭開放（午前） 園庭開放（午前） 園庭開放（午前）

赤ちゃん専用保育室開放 赤ちゃん専用保育室開放

園庭開放（午後） 園庭開放（午後）

10 11 12 13 14
園庭開放（午前） 園庭開放（午前） アートで遊ぼう！ 園庭開放（午前） お休み

赤ちゃん専用保育室開放 赤ちゃん専用保育室開放

園庭開放（午後） 園庭開放（午後）

17 18 19 20 21
お休み お休み 祝日(春分の日) お休み

24 25 26 27 28
お休み お休み お休み お休み

31
お休み

園庭開放 赤ちゃん専用保育室

毎週　月・火・木・金曜日 毎週　火・木曜日

10：30～12：00

 １４：３０～１6：0０（火・木のみ） 13：30～15：00

　　　　　　　　　　　　　

 2025  子育て支援事業 山本南保育園

宝塚市山本南1丁目33-5
ＴＥＬ 0797-88-3111

＜3月の予定＞ ※園庭、赤ちゃん開放時に受付します。

・３/１2(水)｢アートで遊ぼう！｣１０：００～１０：３０ ２階ホール 雨天決行

素敵なインテリア作りを親子で一緒に楽しみませんか♪ 講師：美術作家 有田和之氏

＜親子文庫のお休み＞

３月１４日(金)～３月３１日(月)まで、絵本の整理、修繕のため、お休みさせていただきます。

借りている本は３月１３日(木)までに返却お願いします。

＜赤ちゃん保育室開放のお休み＞ ３月１８日(火)～３月３１日(月)まで。

☆新年度準備のため、おひさま（地域支援）事業は３月１４日(金)～３月３１日(月)まで

お休みさせていただきます。新年度は４月１日(火)からスタートします！ お待ちしております♪

・絵本の貸し出し（親子文庫の部屋）も行っております。
貸し出し時間 １０：３０～１２：００（月・火・木・金）

１４：３０～１６：００（火・木）
・身体測定は３日～７日に行います。
・育児相談も行っております。お気軽にお声かけください。

※雨天の場合、園庭開放は中止です。

※兵庫県南部・阪神・宝塚市のいずれかに暴風警報、大雨警報などの警報が一つでも発令されている場合、また、大雨特別警報(土砂災

<子育て支援事業利用時のお願い>

・利用当日は親子ともに必ず検温をし、発熱(３７．５度以上)や呼吸器症状がある場合は利用を控えてください。
・事業の利用前後には、親子ともに石けんでの手洗いをしてください。



※兵庫県南部・阪神・宝塚市のいずれかに暴風警報、大雨警報などの警報が一つでも発令されている場合、また、大雨特別警報(土砂災

害警戒情報)が発令、避難勧告・避難指示が出ている場合も子育て支援事業はすべて中止になります。



山本南保育園

宝塚市山本南1丁目33-5

ＴＥＬ 0797-88-3111 FAX  82-2123

子育て支援事業｢おひさま｣のルール

・年度初めに利用の登録をお願いしています。
・幼稚園などに所属していないお子様が対象となっています。
・お子様のケガ等につきましては一切責任を負いかねますので、危険のない
よう保護者の方が責任を持って遊ばせてください。

・駐車場が限られているので、できるだけ徒歩でお願いします。（先着３台・事前予約制）
・個人情報保護のため、園内ではカメラ、携帯等での写真、動画撮影はご遠慮ください。

●園庭でのお願い
・ 滑り台では、両手に物を持たず、滑る斜面から登ったり、その上で立ち上がらないでください。
・大型遊具の｢うんてい｣｢八角ジム｣｢ジャングラミング｣は高さがありますので、お子さんから
離れないように安全に留意してください。
芝生の上では大人も靴を脱いで、お子さんは素足になってください。
・水道、トイレはくま組(西側の部屋)とうさぎ組の間のトイレをご利用ください。

●室内でのお願い
・廊下や階段、室内では走らないようにしてください。床はフローリングで滑りやすくなっています。
靴下は脱いでください。

・おもちゃなどを口に入れて誤飲することがないよう、気をつけてください。

☆持ち物☆
帽子、着替え、タオル、お茶(ジュースやお菓子は持って来ないでください)

☆非認知能力を育てるあそび☆

「運ぶ」あそび～「じぶんでもっていくもん！」子どもと世界をつなぐ「運ぶ」という行為～

しまってあるものをせっせと運んで１カ所に山積みにしたり、お出かけリュックに親には必要がないと思われ

るものばかり入っていたり、一日中「働き続ける」我が子に家の片づけが追い付かないという時期があります。
人類は道具の使用によって進化してきました。各々の手には一つずつしか持てなくても、道具を使えば一度
にたくさん運ぶことができます。たくさん運べることは、子どもにとって嬉しいことなのです。

どんな意味があるの？→「運ぶ」あそびは、運んだ先に目的や届けたい人がいます。届けた人に喜んで受け取ってもら

えたり、運んだ先でお店屋さんごっこが始まったり。運ぶという動きによって子どもの世界はつながり持って大きく発
展していくものです。

何でも運んでもらっちゃおう！→ちょっとしたものでも「持ってきて」と頼むと、喜んで運んでくれます。

運んでくれて「ありがとう」→新聞を持っていってもらったり、洗濯物を干すのを手伝ってもらったり…、子どもた

ちの「運びたい」「持っていきたい」という気持ちを汲んで、たくさん「お手伝い」してもらいましょう。後片付けが
追い付かなくても、多少ぐちゃぐちゃでも、それが元気な子どものいる家です。

｢非認知能力を育てるあそびのレシピ｣ 大豆生田 啓友氏 大豆生田 千夏氏 著書参考

｢非認知能力｣とは・・・読み、書き、計算などの「認知的能力」でない力、あるいは数値化しにくい能力のことです。 何かに熱

中・集中して取り組む姿勢、自分の気持ちをコントロールできること、他者とうまくコミュニケーションでき ること、自分を大切

☆ホームページ
で｢おひさまだ
より｣をご覧いた
だけるように
なりました♪

食育「食べ物はどこから来るの？」

2/25にぞう組(4歳児）・きりん組（5歳児）の子どもたちに向けて、食べ物にはどんな人がどんな風に関わっているのか

を考える食育をしました。

スーパーには、食べ物が当たり前にあるのではなく、野菜や果物、お米は農家さん、牛・豚・鶏は畜産農家さん、魚

は漁師さんたちが釣ったり、育ててくれていることを伝えました。そこからお店まで運んでくれる人、お店で売ってくれ

る人、買い物をしてご飯を作ってくれる人、沢山の人たちの関りのおかげで毎日美味しいご飯が食べれているんだよ

と話をしました。そして、野菜もお肉も魚も同じ命であるということ、大切に育てられた命なので感謝しながら食べま

しょうと伝えました。子どもから「給食の先生たちは沢山の野菜をどうしているの？」と質問してくれたので、「お店屋さ

んにお願いして、保育園まで運んできてもらっているんだよ」と話しました。

少し難しい話だったかもしれもせんが、よく聞いてくれていましたよ！

（このような取り組みを行っています！）
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